
入居者との面会について 
 
 新型コロナ感染症オミクロン株による感染者数が、全国的に急増し
ています。国・県から行動制限を受けた第６波のピーク時２月５日(土)
の一日当たり全国感染者数が 104,169 人でしたが、第７波に入ったと
言われる８月 10 日(水)の全国感染者数は、250,372 人となり、第６波
のピーク時の２倍以上の感染者数となっています。また、富山県から
も７月 27 日(水)「富山アラート」が発出されています。 

当施設においても、適切な感染防止対策を再度、徹底しなければな
らない状況になってまいりました。 
 そこで、当施設に訪れられる面会者との面会条件を次のとおりとさ
せていただき、面会の際には守っていただきますようお願いいたしま
す。 
 
１ 直接面会（正面玄関での短時間面会） 
 ○適正な体温でない方、体調が悪い方、ワクチン接種されていない

方は面会出来ません。 
 ○感染された方との接触・関係がない方。 
 ○感染対策をして、事務所に面会票を提出して下さい。 
 ○入居者が濃厚接触者にならない面会をお願いします。 
  ・お互いにマスクをしましょう。 
  ・入居者と１ｍ以上の距離を保って下さい。 

・面会時間を 15 分以内にして下さい。 
・ツバやくしゃみ等体液に触れないようにして下さい。 

２ 間接面会（正面玄関横「扉」を挟んだ短時間(約 10 分間)の面会に
なります。この場合、職員が立ち会います。） 
○面会する前日までに事務所へ次の事項を連絡していただきます
ようお願いします。 

  ・いつ（何日何時から）誰とご面会を希望されるか。 
  ・入居者と面会について、ご連絡・打合せされたかどうか。 
  ・他の場所での面会は、自粛していただきますようお願いいた 
  します。 
３ 介護支援者の方は、前述に限らず面会出来ます。 
 
 以上、面会される入居者だけではなく、施設入居者全員のためにも
守っていただきますようお願いします。 
 
  令和４年８月 16 日 

ケアハウスおやべ施設長 
 



 

介助支援者認定制度 

 

ケアハウスおやべ 

 

 新型コロナウィルス感染症拡大に伴い、ケアハウスおやべ入居者と面会者の面会制限に伴

い、入居者と面会できない特定の県からの面会者で、面会出来ないことにより入居者の居住

環境・体調管理等が悪化に繋がらないよう介護支援者認定制度を創設するもの。 

 

１ 介護支援者の目的 

 (1) 入居者居住環境向上の目的で、ケアハウスおやべによく訪れられる親族や介護支援業

者。 

 (2) (1) の他、入居者の体調維持・向上の目的で、ケアハウスおやべによく訪れられる親

族や介護支援業者。（病院送迎等を含む。） 

 (3) その他、入居者に必要な手続・行為を行う目的で、ケアハウスおやべによく訪れる親

族。 

 

２ 介護支援者の認定資格 

 (1) 介護支援者は、常日頃、感染対策「体調管理、検温、マスク着用、手洗い・掌消毒等の

徹底」に務めること。 

 (2) 介護支援者は、過去２週間、新型コロナウィルス感染拡大している地域へ行っていな

いこと。 

 (3) 介護支援者は、新型コロナウィルス感染者との濃厚接触が無いこと。 

 (4) その他、ケアハウスおやべ施設長が特に必要と認める者。 

 (5) 介護支援者は、上記(1)～(3)を守る宣誓書に署名することとし、守れない場合には、

当施設に入らないこととする。 

 

３ 介護支援者の表示・権利委譲の禁止 

 (1) 介護支援者は、介護支援者認定証を衣服の上に表示すること。 

 (2) 介護支援者認定証の権利は、他の人に委譲できないこととする。 

 

４ 介護支援者の認定廃止 

 (1) 感染症対策の特定の県でない者。 

 (2) ケアハウスおやべ施設長から認定廃止とされた者。 

以  上 

 

 


